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　目的　同胞が一人か一人っ子という家族形態のなかで、思春期の人達が小さな子ども達

とふれあう機会はほとんどない。そこで考え出されたのがふれあい体験学習で、これを家

庭科の保育の実習としている実例を示し。さらに広める可能性について検討したい。

　方法　対象は高校２年生221名(男子138名、女子83名)で、ふれあい体験は保育所(0-5歳

MI)においで、1995年夏川休m前後の２回行なわれた。高校生には手作りおもちゃ作成が

　休暇中の宿題としてだされた。体験前と後にアンケート調査を実施し両者を比較した。

　結果①高校生の約半数は乳幼児をlit話した経験が一度もなく、約20％は遊んだ経験す

らなかった。②1回目に子どもたちとの交流の場に入り難かった者も、自分の作ったおも

ちゃを通して仲良くなるごとができた。③乳幼児を育てることについて. (a)めんどう・忙

しい・苦しいと答えた者が体験前は42％、体験後は37％であった。(b)おもしろい・楽しい

・すばらしい・幸せと答えた者は体験前は35%,体験後は53%に増加していた。④親が子

どもを育てることについて、(a)親の責任で当然と答えた者が体験前は48％、体験後は/11％

であった。(b)すばらしいことと答えた者は体験111129％,体験後35％に変化していた。

　結論　実際にＴどもと接する休験学習は効果的で。保育の実習として適していると考え

られるが. 1学年の級数が多い場合１～２名の家庭科教師では実施は極めて困難である。

I Bp- 6 (P) 多様化する家族と子ども

　愛知教育大Ｏ中村喜美子　松阪大女短大久世妙子　愛知教育大本橋令子

　社会の変化に対応した家族の意識や生活の変化は直接子どもに影響し，とくに未だ発達

の途上にある子どもには，それが人格形成や行動形成上の問題となって現れる。近年の社

会の変化は家族の形態や機能を多様化させ，子どもをめぐる家庭環境も，少子化・核家族

化により，きょうだい数が減少し，家族関係が希薄化・単純化した。この多様化は，地域

差や親のライフスタイルに視点をあてて，みることができる。

　第10回出生動向基本調査（1992）によれば，夫婦の平均子ども数は，人口集中地区では

1.78人，非人口集中地区では2. 11人であった。また，現在の子ども数を基礎にした予定子

ども数はそれぞれ2. 12人, 2.30人であり，理想子ども数は2.58人，2.75人であった。母の

ライフコース別に平均子ども数をみると，人口集中地区では「一貫就業コース」1.32人。

　「再就職コース」2. 16人，「専業主婦コース」1.66人であり，非人口集中地区ではそれぞ

れ2.02人，2.34人, 1.88人であった。子ども数は，地区別では非人口集中地区が人口集中

地区より多く，ライフコース別では再就職コースに多い。このように，居住地域やライフ

スタイルによって子ども数は異なり，それが家族関係やこどもの家族に対する意識形成に

変化をもたらすと考えられる。

　筆者らが愛知県内で, 200万人以上の人口を有する名古屋市内（Ｎ校）と10万人規模の

刈谷市内（Ｋ校）の小学校児童に家族の認識に関する調査を行ったところ，家族数の平均

はＮ校4. 42人，K校5.29人，きょうだい数は2.01人, Z.61人，核家族の割合は73.8%,

59.6%であった。家族の家事分担，家族の認識の調査結果にもその違いが表れている。
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